






































【正解と解説】

●問題Ⅲ-1
正解は②
平成28年5月に策定された森林・林業基本計画では、戦後造成された人工林の半数以上が
「10齢級以上」の主伐期を迎えており、木材の利用拡大や主伐後の再造林による資源の循
環利用が課題とされた。6〜9齢級とする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-2
正解は⑤
森林法第10条の8に基づき、地域森林計画対象民有林の立木を伐採する場合の事前届出先
は「市町村長」である。都道府県知事に届け出る、および勧告等を行うとする記述は誤り
である。

●問題Ⅲ-3
正解は①
萌芽更新における親木の伐採は、樹木の休眠期（晩秋から早春）に行うのが原則である。
また、地際から発生する萌芽ほど発根しやすく腐朽しにくいため、伐採位置は地際近くで
低く切るのが適切である。

●問題Ⅲ-4
正解は④
林木の形質や優劣に重点を置く手法が「定性間伐」であり、適正な本数密度や間伐率に重
点を置く手法が「定量間伐」である。説明が逆になっている。

●問題Ⅲ-5
正解は②
森林経理学における作業法は、主伐方法と更新方法の組み合わせ（皆伐作業法、漸伐作業
法、択伐作業法、矮林作業法、中林作業法など）によって分類・体系化される。更新・保
育・伐採の3作業に分類する記述は不適切である。

●問題Ⅲ-6
正解は③
土地純収益最多の伐期齢（地代最多の伐期齢）は、森林経営において林地期待価（将来の
純収益の現在価値の総和）を最大にする伐期齢である。総収益額を最大にする伐期齢では
ない。

●問題Ⅲ-7
正解は⑤
末口自乗法は、丸太の「末口直径（cm）」の二乗に長さを乗じて材積を算出する日本独特
の検尺法である。末口半径の二乗とする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-8
正解は④
緑の回廊では、野生生物の生息・移動環境の向上や広葉樹林化を図るため、複層林への誘
導伐や間伐、除伐等の適切な森林施業・整備が積極的に実施される。施業を行わないとす
る記述は誤りである。

●問題Ⅲ-9
正解は⑤
湿原等で未分解の植物遺体が堆積・土壌化する作用は「泥炭化作用」である。グライ化作
用は、地下水等の停滞による還元状態下で鉄が2価の鉄に還元され、土層が青灰色〜灰白
色を呈する作用である。

●問題Ⅲ-10
正解は②
文化財保護法において、天然記念物のうち学術上の価値が特に高く国を代表するものとし
て指定される区分は「特別天然記念物」である。特定天然記念物とする記述は誤りであ



る。

●問題Ⅲ-11
正解は③
花や種子は繁殖を行うための「生殖器官」であり、根・幹・枝・葉は個体の成長・維持を
担う「栄養器官」である。説明の対応が逆である。

●問題Ⅲ-12
正解は②
スギカミキリやスギノアカネトラカミキリは、幼虫が樹幹の形成層や木部を食害する「穿
孔性害虫」である。葉や枝に虫こぶを作る虫えい形成害虫ではない。

●問題Ⅲ-13
正解は④
ミティゲーション（環境負荷低減措置）の優先順位は、影響の「回避」が最優先であり、
次いで「低減・最小化」、最後に不可避な影響に対する「代償」の順で行うのが国際的な
原則である。

●問題Ⅲ-14
正解は⑤
ダグラスファー（ベイマツ）は北米西部の冷温帯・温帯針葉樹林を代表する樹種である。
熱帯・亜熱帯の雨緑林の代表的樹種はチークなどである。

●問題Ⅲ-15
正解は⑤
森林法第33条等における保安林の指定施業要件として定められる事項は、立木の伐採方
法、伐採の限度、植栽の期間・樹種・本数であり、「保育の方法」は法定要件に含まれな
い。

●問題Ⅲ-16
正解は③
集水斜面において集水効果が顕著に現れるのは斜面下部（谷線部・収斂部）であり、上部
斜面は尾根に近いため集水面積が小さく乾燥しやすい。

●問題Ⅲ-17
正解は②
地すべりはすべり面が深層（数m〜数十m）に存在するため、浅い表層（深さ1〜2m程度）
に分布する樹木根系の補強効果はほとんど及ばず、伐採による発生頻度への影響は表層崩
壊に比べて極めて小さい。

●問題Ⅲ-18
正解は②
地下水や浸透水を速やかに排除して斜面崩壊を防止する工種は「暗渠工」や「地下水排除
工」である。埋設工という名称・定義は不適切である。

●問題Ⅲ-19
正解は④
治山ダム（重力式ダム）の設計では、あらかじめ下流のり勾配（通常0.2〜0.3）や天端厚
を設定し、安定条件（転倒、滑動、支持力、内部応力）を満足するように堤体底幅や上流
のり勾配を決定するのが一般的である。

●問題Ⅲ-20
正解は⑤
前砂丘の背後で砂の移動を抑制するために設ける「静砂垣」の高さは、通常1〜1.2m程度
が標準である。高さ30〜50cm程度とする記述は低すぎて不適切である。

●問題Ⅲ-21
正解は②



渓流の縦断面の地形を計測し縦断方向の構造物配置等を決定して縦断面図を作成する測量
は「縦断測量」である。平面測量の説明とする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-22
正解は③
林道規程における設計車両は、1級および2級自動車道が「普通自動車」、3級自動車道が
「小型自動車」と規定されている。第1種をセミトレーラ等とする記述は道路構造令の基
準であり林道規程と異なる。

●問題Ⅲ-23
正解は⑤
すれ違いのできない単車線道路で対向車同士が衝突を回避する場合、双方が制動・停止す
る必要があるため、制動停止視距の2倍の距離が必要となる。後者の方が小さくなるとす
る記述は誤りである。

●問題Ⅲ-24
正解は④
丸太組工を用いた路体作設においても、盛土の沈下や路肩の崩壊を防ぎ十分な支持力を長
期的に発揮させるためには、層ごとの丁寧な締固め作業が不可欠である。

●問題Ⅲ-25
正解は①
デリマ（枝払い機）は主に土場等で枝払いを行う造材用機械であり、架線を用いて木材を
搬出する架線系機械には含まれない。

●問題Ⅲ-26
正解は⑤
装輪式（ホイール式）車両は大径タイヤを装着できるため、装軌式（クローラ式）車両に
比べて最低地上高を大きく確保でき、切り株や岩石等の障害物乗り越え性能に優れてい
る。

●問題Ⅲ-27
正解は④
山元立木価格は、市場渡し素材価格から素材生産費（伐出費）や運賃、販売手数料などの
諸経費を「差し引いて」算出される。加えるとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-28
正解は①
国勢調査等によると、林業従事者数の内訳は素材生産の拡大に伴い伐木・造材・集材従事
者が増加・横ばい傾向にある一方、育林従事者数は長期的に減少傾向にある。

●問題Ⅲ-29
正解は①
道管要素が樹軸方向に連続して連なる接合面には、細胞壁が消失して貫通した孔である「
穿孔（せんこう）」が存在し、効率的な水分の通道を可能にしている。壁孔が存在すると
する記述は誤りである。

●問題Ⅲ-30
正解は④
木材の曲げ強度における寸法効果（サイズ効果）では、材せい（高さ）やスパンが大きく
なるほど内部に欠点を含む確率が高まるため、見かけの曲げ強度は「低下（小さく）」す
る。

●問題Ⅲ-31
正解は④
JIS A 5905におけるハードボードのテンパードボード（T）とスタンダードボード（S）の
区分は、製造工程において乾性油や合成樹脂等を加えて熱処理（テンパリング処理）を施
したか否かの「処理の有無」による区分である。



●問題Ⅲ-32
正解は②
木材などの非金属材料のレーザー加工には、木材による光吸収効率が極めて高い「炭酸ガ
ス（CO2）レーザー」が一般に用いられる。YAGレーザーとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-33
正解は②
フェノール樹脂接着剤は熱硬化性樹脂であり、液状で塗布した後に加熱によって不可逆的
な縮合・架橋反応を起こして硬化する。加熱溶融して冷却固化するホットメルト型の説明
は誤りである。

●問題Ⅲ-34
正解は⑤
リグニンは水やエーテル、ベンゼン等の中性有機溶媒には不溶であり、また分子構造は無
定形（アモルファス）で結晶構造を持たない。

●問題Ⅲ-35
正解は⑤
黒炭は精錬温度が低く揮発分が残存し多孔質であるため、着火しやすく化学的反応性に富
む。白炭は高温精錬により炭素純度が高く硬いため、火持ちは良いが反応性は黒炭より劣
る。


